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１　職員の任免に関する状況
⑴　採用者の状況
　　平成29年度に採用した一般職の職員の状況は、次のとおりです。
　ア　一般行政職　　　　　72人（行政45人、保育士17人、保健師１人、社会福祉士４人、理学療

法士１人、学芸員１人、司書３人）
　イ　一般行政職（任期付）　63人（行政５１人、行政・自治体OB６人、保育士６人）
　ウ　一般行政職（再任用）　24人（行政23人、保育士１人）
　エ　労務職（再任用）　　　  1人
　オ　医療職　　　　　　　17人（医師１人、看護師12人、薬剤師１人、診療放射技師１人、臨床検

査技師２人）
　カ　医療職（任期付）　　　  1人（医師１人）
　キ　医療職（再任用）　　　  2人（看護師２人）
　ク　教育職　　　　　　　13人（市立高等学校教諭７人、指導主事５人、幼稚園教諭1人）
⑵　職員の退職に関する状況
　　平成29年度に退職した一般職の職員は、次のとおりです。

⑶　昇任制度の概要と実施状況
　　職員の昇任については、選考を行っており勤務成績が良好であることが必要です。

⑷　身体障害者の任用状況
　　平成29年６月１日現在任用されている身体に障害のある職員の状況は、次のとおりです。

２　職員の人事評価の状況
　職員の昇任その他人事管理の基礎とするため、平成28年度から能力・実績に基づく人事評価
制度を実施しています。
　人事評価制度の実施により、職員の意欲・能力や仕事の成果を適正に評価することで職員一人
一人が自分の強み・弱みを自覚し自らの職務適性を判断し、職務に必要な能力を伸ばすといった
人材育成・自己実現につながり、良い仕事をするためのマネジメントツールとしても活用してい
ます。
３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　職員の勤務時間その他の勤務条件は、国および他の地方公共団体の職員との均衡を考慮して
条例などで定めています。
⑴　勤務時間、休憩時間の状況（平成29年４月１日現在）
　ア　１週間の勤務時間　38時間45分　　　イ　開始時刻　午前８時30分
　ウ　終了時刻　午後５時 　　　　 　　　　 エ　休憩時間　午後０時～午後０時45分
⑵　年次有給休暇の取得状況　　　　　　　　　⑶　時間外勤務および休日勤務の状況

⑷　病気休暇　職員が疾病にかかり、または負傷を受け、そのための療養をするときは、療養のた
めの休暇を取得することができます。

⑸　特別休暇　結婚、出産、子の看護など一定の要件に該当するときは、特別休暇を取得すること
ができます。

⑹　育児休業等取得の状況（平成29年度に取得したもの。（　）内は、前年度から引き続くもの）

４　職員の分限および懲戒処分の状況
⑴　分限処分の状況
　分限処分とは、勤務実績不良の場合、心身の故障の場合、その職に必要な適格性を欠く場合など
において、公務能率の維持および適正な行政運営の確保を図るために行われる処分です。
　平成29年度の分限処分は、次のとおりです。

　ア　休職　23人
⑵　懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務を怠った場合また
は全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合において、職場の秩序を維持し、回復を
図るために行われる処分です。
　平成29年度の懲戒処分の状況は、次のとおりです。
　ア　戒告　１人　　イ　停職　０人　　ウ　減給　２人　　エ　免職　１人
５　職員の退職管理の状況
⑴　退職管理の概要
　地方公務員法第38条の２の規定により、職員が離職後、営利企業などの地位についた場合、離
職前５年間に在職していた地方公共団体の執行機関などの組織に対し、営利企業などとの間で
締結される売買、賃貸、請負などの契約などに関する事務であって、離職前５年間の職務に属す
るものに関し、離職後２年間、職務上の行為をするようまたはしないように要求・依頼してはな
らないとされています。
　また、職員は再就職者による依頼などがあった場合、公平委員会に届け出なければならないと
されています。
　石巻市は適正な退職管理のため、石巻市職員の退職管理に関する規則を定め職務の公平な執
行および住民の信頼確保に努めています。
⑵　承認申請書および再就職者による依頼などの届出件数
　ア　地方公務員法第38条の２第６項第６号の規定による承認申請書の届出件数
　　　該当ありません。
　イ　地方公務員法第38条の２第７項の規定による再就職者による依頼などの届出件数
　　　該当ありません。

６　職員の福祉および利益の保護の状況
⑴　職員の健康診断の状況　定期健康診断、人間ドック、各種がん検診などを実施しています。
⑵　公務災害補償の状況　地方公務員災害補償基金宮城県支部に加入
　　発生３件（うち公務災害１件、通勤災害２件）　認定３件
７　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成29年度普通会計決算）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

⑵　職員給与費の状況（平成29年度普通会計決算）

※職員手当には、退職手当組合負担金は含みません。

⑶　職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）

⑷　一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

※１　石巻市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑸　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成29年４月１日現在）

⑹　職員手当の状況（平成29年度決算状況または平成29年４月１日現在）

⑺　特別職の報酬などの状況（平成29年4月1日現在）

⑻　職員定数および職員数（平成29年4月1日現在）

定年退職 勧奨退職 普通退職 任期末日 分限免職 懲戒免職 死亡退職 合　計

36人 3人 51人 51人 0人 1人 1人 143人

部長級 次長級 課長級 補佐級 主査級 主任級 主任労務級 合　計

7人 9人 34人 53人 16人 37人 10人 166人

育児休業取得者 部分休業取得者 育児短時間勤務取得者

36人（15人） 21人（13人） ０人（０人）

法定雇用障害者数の算定の基礎となる職員の数
職員のうち障害のある職員数

普通障害者数 特別障害者数 合　　計
2,107人 29人 26.5人 55.5人

区　　分 平均取得日数
市長の事務部局 11日０時間49分

教育委員会の事務部局 10日５時間16分
その他   9日７時間７分
合計（平均） 10日０時間９分

時間外・休日勤務総時間数 293,880時間

職員１人当たり時間外・休日
勤務時間数 151.72時間

住民基本台帳人口
（平成29年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）平成28年
度の人件費率

146,991人 190,270,377千円 7,501,569千円 12,237,563千円 6.4％ 6.0％

職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 １人当たりの給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

1,550人 5,802,638千円 1,344,345千円 2,258,928千円 9,405,911千円 6,069千円

区　　分 石巻市 宮城県 国

一　般
行政職

大学卒 179,200円 187,100円 179,200円
短大卒 159,800円 166,900円 159,800円
高校卒 147,100円 152,600円 147,100円

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
合計標準的な

職務内容 主事 主事 主査  ・
主任主事 主幹 課長補佐 課長 次長 部長

職員数 162人 125人 328人 158人 160人 98人 29人 24人 1,084人

構成比（下段
は１年前）

14.9％ 11.5％ 30.3％ 14.6％ 14.8％ 9.0％ 2.7％ 2.2％ 100.0％
14.5％ 10.5％ 31.8％ 12.3％ 17.4％ 8.8％ 2.9％ 1.8％ 100.0％

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
301,900円 373,400円 44.3歳 288,900円 310,200円 50.0歳 

区　分 １人当たりの平均支給額
または支給単価

国の制度
との異同 備　　　考

期末・勤勉手当 1,376千円 同

退職手当 自己都合等 　  3,230千円
勧奨 ・ 定年 　19,308千円 同

１人当たりの平均支給額は、前年度
に退職した全職種に係る職員に支
給された平均額です。

地域手当 537,549円 同 医師16％、仙台市在勤職員6％

特殊勤務手当 362,450円
【手当支給職員数割合6.8％】

異
（手当種類20種）

支給額については、市立病院、牡鹿
病院を除きます。

扶養手当
配偶者13,000円、配偶者以外の親族
6,500円、配偶者のいない職員の扶養親
族のうち1人11,000円

同

住居手当

 ・ 月額23,000円以下の家賃の場合
　家賃月額から12,000円を控除した額
 ・ 月額23,000円を超える家賃の場合
　家賃月額から23,000円を控除した
額の２分の１（限度額16,000円）に
11,000円を加算した額

同
国では自宅にかかる住居手当を平
成21年12月分から廃止しています
が、石巻市では廃止に伴う経過措置
として支給しています。

通勤手当
 ・ 交通機関等利用者

最高支給限度額55,000円
 ・ 交通用具利用者（片道2㎞以上）

2,000円～ 31,600円
同

時間外勤務手当 354千円 同 市立病院、牡鹿病院を除きます。

区　分 給料月額等

給　料 市　長
1,000,000円

副市長
811,000円

報　酬 議　長
545,000円

副議長
481,000円

議　員
444,000円

期末手当
市長 ・ 副市長　　　　（支給割合）　年間　3.35月　加算措置　有
議長 ・ 副議長 ・ 議員　（支給割合）　年間　3.35月　加算措置　有

退職手当
市　長

　  （算定方式）     　   　 （支給時期）
100分の44×在職月　任期毎に支給

副市長
　  （算定方式）      　  　 （支給時期）
100分の26×在職月　任期毎に支給

区　　　　　分 定数 職員数
市長の事務部局（病院局を除く）の職員 1,600人 1,368人
病院局の職員 250人 234人
議会の事務局の職員 12人 11人
選挙管理委員会の事務局の職員 7人 7人
監査委員の事務局の職員 7人 5人
農業委員会の事務局の職員 11人 11人
教育委員会の事務局および教育委員会の所管に属する学校以外の教育機
関の職員 200人 193人

教育委員会の所管に属する学校の職員 165人 108人
合　　　計 2,252人 1,937人

石巻市職員の人事行政運営などのあらまし
　本市職員の人事行政の運営などの状況を市民の皆さんにご理解いただくため、職員の任免、給与の状況、勤務時間、処分、休暇などの平成２９年度における人事行政の運営など
の状況について、そのあらましをお知らせします。
　なお、詳細なデータにつきましては、市のホームページに掲載していますので、併せてご覧ください。

※教育長および組合専従者は含みません。また、自治法派遣職員（180人）は職員数に含めていません。
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・
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内
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・
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内

内
容　
テ
ー
マ
ト
ー
ク・
情
報

交
換・カ
フ
ェ
タ
イ
ム
な
ど

と
き　
２
月
26
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
市
役
所
立
体
駐
車

場
も
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　
若
年
性
認
知
症
の
方
と

介
護
者（
介
護
者
の
み
の
出

席
も
可
）

料
金　
２
０
０
円（
飲
み
物
な

ど
）

※
要
電
話
予
約

□申

‌
･

□問‌　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

と
き　
２
月
13
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
２
階

　
２
０
１
会
議
室

内
容

 

・ 

講
話「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
っ
て
な
あ
に
？
」住
み

慣
れ
た
場
所
で
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

 

・ 

交
流
サ
ロ
ン　
日
常
生
活
用

具
の
紹
介
や
体
験
、「
聞
こ

え
」に
関
す
る
暮
ら
し
の
個

別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

※
い
ず
れ
も
手
話
通
訳
と
要
約

筆
記（
文
字
通
訳
）が
付
き
ま

す
。

対
象　
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害

者
と
そ
の
家
族・
関
係
者
な

ど
※
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□問‌　
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２－

３
９
３－

５
５
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２

－

３
９
３

－

５
５
０
２

info@
m

im
isuppo-m

iyagi.

org

　
市
障
害
福
祉
課

　

(

内
線
２
４
８
４)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２－

６
６
１
０

　
平
成
30
年
10
月
～
平
成
31
年

１
月
分
の
児
童
手
当
を
、２
月

８
日（
金
）に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

ま
た
、出
生
な
ど
に
よ
り
養

育
す
る
児
童
の
数
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
や
転
入
、転
出
な
ど

を
し
た
場
合
は
、速
や
か
に
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。手
続
き
が
遅
れ
る
と
、手
当

を
受
給
で
き
な
い
月
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□申‌・□問‌　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

申
請
期
間　

２
月
１
日（
金
）

～
14
日（
木
）

登
録
有
効
期
限　

４
月
１
日

（
月
）～
平
成
33
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

申
請
方
法　
１
月
25
日
か
ら
配

布
さ
れ
て
い
る
申
請
用
紙
で

直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□申‌・□問‌　
学
校
管
理
課

　
（
内
線
５
０
３
７
）

２
月
28
日（
木
）ま
で
利
用
休
止

（
予
定
）

　

改
修
工
事
期
間
延
長
の
た

め
、当
初
予
定
し
て
い
た
利
用

休
止
期
間
を
延
長
し
ま
す
。な

お
、利
用
再
開
は
３
月
１
日

（
金
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□問‌　
体
育
振
興
課

　
☎
２
５－

６
４
７
１

　

整
骨
院・
接
骨
院
で
の
施
術

に
対
す
る
給
付
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、一
部
の
施
術
を
受
け

た
方
を
対
象
に
調
査
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
請
求
の
内
容
に
誤
り
な
ど
が

な
い
か
確
認
す
る
も
の
な
の

で
、調
査
票
が
届
い
た
場
合
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問‌　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
４
）

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者（
臨
時
、ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
）の
中
で
、次
の
業

種
に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く

労
働
者
に
対
す
る
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が
平
成
30
年
12

月
20
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

対
象

 

・ 

鉄
鋼
業

　
時
間
額　
８
９
８
円

 

・ 

電
子
部
品・デ
バ
イ
ス・電
子

回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額　
８
４
１
円

 

・ 

自
動
車
小
売
業

　
時
間
額　
８
６
５
円

□問‌　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２－

２
９
９－

８
８
４
１

転
出
す
る
方　
「
水
道
使
用
水

量
等
の
お
知
ら
せ（
検
針
票
）」

を
確
認
し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
方　
「
水
道
を
ご
使

用
さ
れ
る
お
客
様
へ
」を
送
付

し
ま
す
の
で
、お
客
様
番
号
を

確
認
し
、使
用
開
始
の
５
日

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
は
、合
算
で
請
求

を
行
っ
て
い
ま
す
。

□申‌・
□問‌　

水
道
企
業
団
お
客
さ

ま
セ
ン
タ
ー
（
石
巻
地
方
水

道
サ
ー
ビ
ス
共
同
企
業
体
）

☎
９
６－

４
９
５
５

（
土
日・祝
日
を
除
く
）

□問‌　
市
下
水
道
管
理
課

（
内
線
５
６
９
４
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
方
を
対
象
に
、奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

対
象

 

・ 

市
内
に
２
年
以
上
居
住
す
る

方

 

・ 

学
術
優
秀（
評
定
平
均
３・５

程
度
を
基
準
）、品
行
方
正
お

よ
び
身
体
健
全
で
あ
り
、経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
方

※
他
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

募
集
課
程
お
よ
び
貸
与
額

 

・ 

高
校
生（
高
等
専
門
学
校
１

年
～
３
年
生
を
含
む
）

　
月
額
１
５
、０
０
０
円
以
内

 

・ 

専
修
学
校
生（
修
学
期
限
が

２
年
以
上
の
課
程
に
限
る
）

 

・ 

大
学
生（
短
期
大
学
生・高
等

専
門
学
校
４
年 

・ 

５
年
生
を

含
む
）

　
月
額
４
５
、０
０
０
円
以
内

※
採
用
決
定
後
半
年
分
を
一
括

貸
与
し
ま
す
。

定
員　
60
人

申
請
方
法　
市
立
中
学
校・
管

内
高
等
学
校・教
育
委
員
会・

各
総
合
支
所
お
よ
び
各
支
所

の
窓
口
か
ら
願
書
な
ど
を
受

け
取
り
、郵
送
ま
た
は
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
４
日（
月
）

～
３
月
18
日（
月
）必
着

□申‌・□問‌　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）　
学
校
教
育
課

　
（
内
線
５
０
２
８
）

連れ
ん
じ
ゅ珠
の
会
を
開
催
し
ま
す

今
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

登
録
の
お
知
ら
せ

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
の

ご
案
内

山
下
屋
内
運
動
場
の

休
止
延
長

整
骨
院・接
骨
院
の
施
術
内
容

確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

上
下
水
道
の
手
続
き
は

お
早
め
に

産
業
別
の
最
低
賃
金
改
正

平
成
31
年
度
奨
学
生
募
集

　右の設問に答えて、申告が必要と思われる方は忘れずに申告をお願いします。
　なお、日程については、４ページに掲載していますのでご確認ください。

＜申告に必要なもの＞
○事業所得（営業等・農業）、不動産所得のあった方
　収入や経費などがわかる各種帳簿および領収書
　※帳簿の記帳と収支内訳書の作成をあらかじめお願いします。
○給与所得、年金所得のあった方
　平成30年分の源泉徴収票（無い方は給与支払明細書）
○各種保険の控除、医療費控除を申告する方（平成30年中に支払ったもの）
 ・ 生命保険料、個人年金保険料、地震保険料の支払証明書
 ・ 国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、国民年金保険料、介護保険料、その他社会保険料の
領収書または証明書

 ・ 障害者控除を受ける方は障害者手帳、または市で交付している「障害者控除対象者認定書」
 ・ 医療費控除を受ける方は従前の医療費控除とセルフメディケーション税制を選択すること
ができます。

　　従前の医療費控除を受ける方は、「医療費控除の明細書」または健康保険組合などから送
られる医療費通知書（医療費のお知らせ）および保険などで補てんされた金額の明細書。

　※必ず医療費の合計額を計算した上でお越しください。
※医療費の領収書、保険などで補てんされた金額の明細書は５年間保管してください。税
務署から求められたときは、提示または提出しなければなりません。

○地方公共団体への土地建物の売却があった方
　買取証明書など
○所得税の還付申告を受ける方
　通帳などの口座番号がわかるもの
○印鑑（ゴム印は不可）
○個人番号がわかる証明書類および身元確認書類
　例 ： マイナンバーカード
　　　マイナンバー通知カードと免許証か保険証など
　※身元確認ができない場合、申告を受けられないこともあります。
　※代理人の方が申告される際は委任状が必要です。
※申告期間中は市役所市民税課窓口および総合支所窓口での申告相談は行っていません
ので、ご注意ください。

□問‌　市民税課（内線3097）

＜市・県民税の申告が必要な方と不要な方＞

住宅を取得したことに伴い、初めて住宅
ローン控除の申告または青色申告を行う
予定ですか？

昨年中収入はありましたか？

収入は給与でしたか？

収入は公的年金のみでしたか？

税務署で所得税の確定申告を行いますか？

市 ・ 県民税申告のお知らせ

１月１日現在にお住まいの市町村へお尋ねください。

給与以外に営業・農業・不動産などの所得がありますか？
または２カ所以上から給与を受けていますか？

 勤務先で年末調整が済ん
でおり、その内容に変更は
ありませんか？

申告は必要ありません

市 ・ 県民税の申告は必要ありません

税務署での確定申告が必要です

スタート

　ただし、国民健康保険に加入している方や、公営住宅へ
入居している方、児童扶養手当を受給している方、所得に
関する証明書が必要な方などは、申告を行ってください。
※昨年住民税申告していてこちらから申告書を送付されて
いる方は、提出することにより申告したことになります。

と　き　2月18日㈪～3月15日㈮　午前9時～午後4時
　　　　（土日を除く）
ところ　石巻税務署　□問‌ 　☎ 22-4151

1月1日現在石巻市に住んでいますか？

申告は必要ありません

申告は必要ありません

　ただし、医療費控除などの所得控除
を受ける場合は、申告をしてください。

　ただし、下記の①または②に該当する方で社会保険料控除
や生命保険料控除などの所得控除があれば、申告をすると有
利になる場合があります。
①昭和29年1月1日以前生まれで公的年金収入が150万円を超える方
②昭和29年1月2日以後生まれで公的年金収入が100万円を超える方

申告が必要です

は
い

は
い

は
い

は
い

はい

はい

はい

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

は
い
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【石巻地区】
（受付時間　午前９時～ 11時、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

渡波地区

渡波公民館

2月12日㈫
松原町、大宮町、長浜
町、幸町、渡波町、千刈
田、小竹浜、流留

2月13日㈬ 栄田、黄金浜、榎壇、佐
須

2月14日㈭
三和町、後生橋、宇田
川町、万石町、祝田、塩
富町、万石浦、浜松町

2月15日㈮
際、原、鹿松、表沢田、
うしお町、垂水町、さ
くら町

蛇田地区

蛇田公民館

※今年度より
「向陽地区コ
ミュニティセ
ンター」から
変更されます

2月18日㈪ 上、丸井戸、中埣、境谷
地、新橋

2月19日㈫ 浜江場、裏、福村、新谷
地前、谷地、新下前沼

2月20日㈬ 向陽町、わかば

2月21日㈭ 沖、仲、のぞみ野

2月22日㈮
恵み野、あけぼの北住
宅、あけぼの、東前沼、
新立野

稲井地区

稲井公民館2月25日㈪ 高木、真野、沼津、井
内、裏沢田

2月26日㈫ 大瓜、水沼、南境、美園

荻浜地区
（午前9時30分～11時30分、午後1時～ 4時）

荻浜公民館
(新設)

2月27日㈬

折浜、蛤浜、桃浦、月
浦、侍浜、荻浜、牧浜、
小積浜、竹浜、狐崎浜、
鹿立浜、福貴浦

田代地区
（午前10時～11時30分、午後1時～2時30分） 田代島開発

センター
2月27日㈬ 仁斗田、大泊

釜・大街道地区

市役所５階
市民サロン

2月28日㈭ 上大街道

3月1日㈮ 上釜、下大街道

3月4日㈪ 下釜

山下地区

3月5日㈫
新橋、清水町、田道町、
西山町、錦町、末広町、
山下町

3月6日㈬ 貞山

石巻地区
3月6日㈬ 泉町、羽黒町

3月7日㈭

中央、立町、かどのわ
き東・西、明神山、南浜
町、南光町、大手町、宜
山町、双葉町、旭町、穀
町、鋳銭場、門脇町

3月8日㈮ 住吉町、千石町、中瀬、
日和が丘、水明北・南

駅前・中里地区

3月11日㈪ 駅前北通り、開北、東
中里

3月12日㈫ 中里、南中里、元倉

3月13日㈬ 水押、水押公営住宅、
大橋

湊・鹿妻地区
3月13日㈬ 鹿妻北

3月14日㈭

鹿妻南、鹿妻公営住
宅、大門町、明神町、
田町、御所入、松並、魚
町、緑町、川口町

3月15日㈮ 吉野町、不動町、八幡
町、湊町、伊原津

【河北地区】
（受付時間　午前９時～ 11時、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

2月12日㈫ 五味

河北総合支所
２階会議室

2月13日㈬ 飯野川
（上町・仲町・本町）

2月14日㈭ 成田

2月15日㈮ 旧屋敷、元相野谷

2月18日㈪ 中島（上・下）

2月19日㈫ 中野、牧野巣

2月20日㈬ 皿貝、馬鞍

2月21日㈭ 五十五人、沢田崎山

2月22日㈮ 鶴家、岩崎

2月25日㈪ 後谷地、吉野

2月26日㈫ 飯野本地、飯野新田

2月27日㈬ 川の上、二子1丁目～
3丁目2月28日㈭

3月1日㈮ 福地、谷地

3月4日㈪ 横川、間垣

3月5日㈫ 針岡（第一・第二）

3月6日㈬ 長面、尾の崎、釜谷

3月7日㈭ 北境、東福田、梨木舟渡

3月8日㈮
大土、大森

3月11日㈪

3月12日㈫ 辻堂

3月13日㈬ 三輪田（上）

3月14日㈭ 三輪田（中・下）

3月15日㈮ 河北地区全域

【雄勝地区】
（受付時間　午前９時～ 11時、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

2月15日㈮ 名振

雄勝総合支所
仮庁舎

２階　会議室

2月18日㈪ 船越

2月19日㈫ 荒

2月20日㈬ 大須下

2月21日㈭ 大須上

2月22日㈮ 大須船隠

2月25日㈪ 熊沢

2月26日㈫ 羽坂

2月27日㈬ 桑浜

2月28日㈭ 立浜、大浜、小島、明神

3月1日㈮ 雄勝中央

3月4日㈪ 味噌作、原

3月5日㈫ 船戸、唐桑

3月6日㈬ 水浜

3月7日㈭

雄勝地区全域
雄勝総合支所
仮庁舎

１階　市民生活課

3月8日㈮

3月11日㈪

3月12日㈫

3月13日㈬

3月14日㈭

3月15日㈮

【北上地区】
（受付時間　午前９時～ 11時30分、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

2月15日㈮ 小室

北上保健
センター
指導室

2月18日㈪ 大室

2月19日㈫ 小泊、小指

2月20日㈬ 相川

2月21日㈭ 大指

2月22日㈮ 小滝

2月26日㈫ 長塩谷、白浜

2月27日㈬ 吉浜、月浜

2月28日㈭ 追波

3月1日㈮ 泉沢

3月4日㈪ 中原、要害

3月5日㈫ 大上

3月7日㈭ 長尾

3月8日㈮ 橋浦大須上、行人前

3月11日㈪ 橋浦大須下

3月12日㈫ 橋浦本地

3月13日㈬

北上地区全域3月14日㈭

3月15日㈮

【桃生地区】
（受付時間　午前９時～ 11時、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

2月12日㈫ 入沢

桃生総合支所‌
２階　会議室

2月13日㈬ 拾貫

2月14日㈭ 太田西

2月15日㈮ 小池

2月18日㈪ 倉埣

2月19日㈫ 深山、牛田

2月20日㈬ 樫崎（東・西）、山田

2月21日㈭ 永井

2月22日㈮ 裏永井

2月25日㈪ 城内舘下

2月26日㈫ 城内嶺

2月27日㈬ 新田上

2月28日㈭ 新田下

3月1日㈮ 給人町上

3月4日㈪ 給人町下

3月5日㈫ 神取上

3月6日㈬ 神取下

3月7日㈭ 高須賀（上・下）

3月8日㈮ 寺崎舟場、寺崎上

3月11日㈪ 寺崎下

3月12日㈫ 中津山上

3月13日㈬ 中津山下、四軒

3月14日㈭
桃生地区全域

3月15日㈮

【河南地区】
（受付時間　午前９時～ 11時、午後１時～４時）

受付月日 行政区 受付会場

2月12日㈫ 中山、上谷地、梅木

河南総合支所
第２庁舎１階
（支所庁舎東隣）

2月13日㈬ 四家、谷地中

2月14日㈭ 新田町

2月15日㈮ 本町、曽波神

2月18日㈪ 道的、三軒谷地

2月19日㈫ 砂押、新田

2月20日㈬ 柏木

2月21日㈭ 町下

2月22日㈮ 町上

2月25日㈪ 中埣、山根

2月26日㈫ 沢田、舘

2月27日㈬ 糠塚、しらさぎ台

2月28日㈭ 青木、大番所、朝日

3月1日㈮ 大沢、箱清水、小崎

3月4日㈪ 表沢、俵庭

3月5日㈫ 和渕山根、和渕町上

3月6日㈬ 和渕町

3月7日㈭ 笈入

3月8日㈮ 根方、黒沢

3月11日㈪ 駅前

3月12日㈫ 定川、山崎

3月13日㈬

河南地区全域3月14日㈭

3月15日㈮

【牡鹿地区】
（受付時間　午前９時～正午、午後１時～５時）

受付月日 行政区 受付会場

2月13日㈬ 網地島（網地浜）
午前10時～午後5時

網地島離島
開発総合
センター

2月14日㈭ 網地島（長渡浜）
午前9時～午後5時

2月15日㈮ 網地島（長渡浜）
午前9時～午後2時

2月18日㈪ 【午前】谷川地区
【午後】大谷川地区

牡鹿総合支所
２階　研修室

2月19日㈫ 鮫浦地区

2月20日㈬ 前網地区

2月21日㈭
寄磯地区

2月22日㈮

2月25日㈪ 泊地区

2月26日㈫ 新山地区

2月27日㈬ 大原地区

2月28日㈭ 小網倉地区

3月1日㈮ 給分地区

3月4日㈪
小渕地区

3月5日㈫

3月6日㈬ 十八成地区

3月7日㈭ 鮎川地区（１区）

3月8日㈮ 鮎川地区（３区）

3月12日㈫ 鮎川地区（５区）

3月13日㈬ 鮎川地区（６区）

3月14日㈭
牡鹿全域

3月15日㈮

＜市役所会場へお車でお越しの方へ＞
　庁舎に併設する立体駐車場は大変混雑することが予想されますので、ご了
承ください。なお、駐車券は申告会場まで持参してください。 □問‌ 　市民税課（内線3097）

　　各総合支所市民生活課

　この日程表にある最寄りの会場で
申告してください。該当地区の日程
で都合が悪い場合は、日程表にある
他の日程・会場で申告を行ってくだ
さい。
　申告期間中は、市役所および総合
支所窓口での申告受け付けは行って
いませんのでご注意ください。

申告受付日程表
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空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.0６～0.10 12/4～12/21

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.08 12/3～12/21

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.0５～0.09 12/3～12/21

牡鹿地区集落 0.06～0.13 12/4～12/14

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
佳

　
　作

応
職員
縁
全国からの全国からの

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ
２月15日（金）

午前10時～午後4時
市役所5階市民サロン前

３月17日（日） 市役所3階36番窓口

と　　き ところ
２月15日（金）

午前10時～午後4時
市役所5階市民サロン前

３月17日（日） 市役所3階36番窓口

□問‌　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　　市生活再建支援課（内線 3954）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の消
費税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100
万円以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入の場合、最
大90万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
　（平成33年12月31日までに引き渡された住宅が対象）
※次の場合は申請対象外です。
被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／
消費税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認
など

　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、
住宅の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利
０％）について、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

「災害復興住宅融資」無料相談会

□申‌ ・□問‌　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問‌　市生活再建支援課（内線 3954）

要電話予約

石巻市で被災されたとする死者数および行方不明者数　　※平成30年12月末現在

直接死 3,277人　関連死 275人　行方不明者 420人
※直接死とは　津波や家屋倒壊等が原因で亡くなった方
※関連死とは　直接死以外でこの震災が原因で亡くなり、災害弔慰金支給審査会

等で認定された方

復興特区による税制優遇制度

復
興
特
区
の
種
類

特区の名称（認定日） 対象区域 対象業種

石巻まちなか再生特区
（平成24年3月23日）

中央、中瀬、立町、千石町、鋳
銭場、穀町、日和が丘一丁目
の一部、住吉町一丁目の一部

医療業、商業、宿泊業、飲食
業、ICT関連産業、新エネ
ルギー関連産業など

愛ランド特区
（平成24年7月27日）
※平成24年9月28日変更

田代、渡波、荻浜、雄勝、北上、
牡鹿の各地区の一部

商業、宿泊業、飲食業、新エ
ネルギー関連産業など

ものづくり特区
（平成24年2月9日）
※平成26年2月28日、
　平成27年4月27日変更

用途地域における「工業専用
地域」、「工業地域」、「準工業
地域」のうち既存居住地域を
除く地域などの一部

自動車や高度電子機械、食
料品などの製造関連産業

IT特区
（平成24年6月12日）

中央、門脇町、羽黒町、山下・
大街道、湊、中里、開成、蛇田
の各地区の一部

情報サービス関連産業

農業特区
（平成24年9月28日）

渡波、稲井、蛇田、河北、河南、
北上、牡鹿の各地区の一部

農業に関連する食料品製造
業、宿泊業、飲食業など

税
制
特
例
の
内
容

①新規立地法人優遇税制
新設の法人が指定後5年間法人税の課税を繰り延べ
②新規取得設備の特別償却または税額控除
新規取得などした建物・機械などについて、特別償却または税額控除
③被災雇用者給与の特別控除
被災雇用者などに対する給与等支給額の10％を、税額の20％を限度に5年間税額控
除
④研究開発設備の特別償却と税額控除
開発・研究を目的とする新規取得資産について、特別償却と併せて税額控除
⑤地方税の特例
　①、②、④の特例を受けた場合、固定資産税などの減免を最大５年間受けられます。
※①～③は、各年度でいずれか一つの選択適用となります。
　④は併用することができます。

　復興特区による税制優遇制度の相談、申請を受け付けています。
　対象となる法人・個人事業者の方は、法人税や所得税、地方税減免などの特
例を受けることができますので、ぜひ活用ください。
※特例を受けるためには、市または県からの指定および事業実施状況の認定が

必要です。特区の認定日以降で前年度以前に取得した対象資産は、指定後に
確定した分の地方税のみ免除を受けられます。

□申‌ ・□問‌　商工課（内線 3524）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
か
ら
引

っ
越
し
を
す
る
と
き
は
、仮
設

住
宅
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

９
２－

５
９
０
１
）に
連
絡
し
、

退
去
立
ち
会
い（
物
品
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
）を
受
け
、返
還
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
再
建
済
み
の
方
や
復
興

公
営
住
宅
そ
の
他
の
賃
貸
住
宅

な
ど
へ
転
居
し
た
方
が
、仮
設

住
宅
返
還
届
を
提
出
せ
ず
に
不

正
に
利
用
し
続
け
る
こ
と
は
入

居
契
約
違
反
と
な
り
、仮
設
住

宅
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、雄
勝
、北
上
、牡
鹿
地

区
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
に
つ

い
て
は
、各
総
合
支
所
保
健
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

□申‌・□問‌　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
６
６
）

　
加
算
支
援
金
の
未
申
請
世
帯

に
、調
査
票
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

申
請
期
限　
４
月
10
日（
水
）

支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申‌・□問‌　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
）

を
し
た
、ま
た
は
予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象

 

・ 

住
宅
再
建
事
業
補
助
金

 

・ 

危
険
住
宅
移
転
事
業
補
助
金

 

・ 

津
波
浸
水
区
域
被
災
住
宅
小

規
模
補
修
補
助
金（
要
事
前

相
談
※
半
壊
を
除
く
）

□申‌・□問‌　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
７
）

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅

退
去
時
は
返
還
手
続
き
を

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

住
宅
再
建
補
助
金
の
相
談

２
月
８
日（
金
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い

て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ
た

結
果
、
測
定
地
点
の
全
て
で
、

健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

12
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問‌　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

震
災
教
訓
と
魅
力
発
信

　

昨
年
４
月
か
ら
防
犯
、
交
通
安

全
関
係
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
防
犯
協
会
、
交
通
指
導
隊
な

ど
の
事
務
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理

の
他
、
防
犯
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
発
生
直
後
に
１
週
間
、
事

務
作
業
の
手
伝
い
に
石
巻
に
来

て
、
被
害
の
甚
大
さ
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
25
年
度
に
も
１
年
間
、
支
援
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。
震
災
の
応

急
対
応
、
復
旧
、
そ
し
て
復
興
の

各
段
階
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ

い
し
て
き
ま
し
た
。

　

石
巻
は
、
人
が
優
し
く
、
そ
し

て
お
い
し
い
お
酒
を
飲
め
る
店
も

多
く
、
港
町
ら
し
い
活
気
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

震
災
の
経
験
を
発
信
し
続
け
る

と
と
も
に
、
お
い
し
い
食
べ
物
な

ど
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
、
国
内

全
域
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

訪
れ
る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

防災推進課

小
お

川
がわ

　和
かず

真
まさ

 さん（33）
兵庫県芦屋市から派遣

鹿妻小学校６年 佐
さ

藤
とう

　美
み

奈
な

まわり見て
　　すばやく判断　高い場所


